
歴史を伝える大師の里 心 と力を合わせ 未 来に誇れるまちづくり 平成24年 2月 29日 (2012年)

|さと便‐リ

題字||1後藤‐仁由t産稿舟

発行所 やまでら館
〒9993301山 形市山寺517]

TEL 023-695-200‖ FAX 023-695-2164

発行者 山 寺 地 区 振 興 会

編 集  宝 珠のしずく編集委員会

Ｓ
一

山
寺
小
学
校

歴
史
劇

「山
寺
物
語
」

山
寺
小
学
校
に
は
、
４２
年
間
も
演
じ

続
け
ら
れ
て
き
た
歴
史
劇
「山
寺
物
語
」

が
あ
る
。
こ
の
歴
史
劇
は
、
当
時
、
伊

澤
貞

一
先
生
を
中
心
に
教
職
員
が
創
案

し
た
も
の
で
あ
る
。

劇
は
、
「全
校
児
童
が
山
寺
の
開
山
伝

承

・
民
舞
を
学
べ
る
」
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

慈
覚
大
師
が

一
切
の
殺
生
を
禁
じ
た
お

礼
に
猪
が
喜
び
踊
る
場
面
で
あ
る
。
そ

の
シ
シ
頭
は
当
初
か
ら
子
ど
も
が
ボ
ー

ル
紙
で
作

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

平
成
１６
年
、
山
寺
か
ら
県
内
各
地
の

子
ど
も
芸
能
団
体
に
呼
び
か
け
、
山
寺

会
場
で

「子
ど
も
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
い
た
。
長
瀞

「子
ど
も
猪
踊

り
」
、
銅
町

「た
た
ら
太
鼓
」
等
や
山
寺

中
学
校

「磐
司
太
鼓
」
が
参
加
し
た
。

回
を
重
ね
る
な
か
で
、
「山
寺
物
語
」

の
シ
シ
踊
り
も
参
加
さ
せ
た
い
ね
と
の

声
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ー
ル
紙

製
の
シ
シ
頭
で
は
な
あ

・
・
・
・
・
。

こ
の
願
い
に
支
援
の
手
を
上
げ
て
く

れ
た
の
が
、
山
寺
地
区
文
化
観
光
推
進

協
議
会
だ

っ
た
。
長
瀞
の
子
ど
も
し
し

頭
を
モ
デ
ル
に
、
酒
井
技
能
技
師

・
教

職
員
、
山
寺
地
区
猟
友
会

（鳥
の
羽
根

提
供
）
の
協
力
で
手
作
リ
シ
シ
頭
が
見

事
完
成
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
シ
シ
頭
を
か
ぶ
り
、

山
寺
文
化
祭
、
子
ど
も
芸
能
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
、
地
区
内
外
の
方
々
に
披
露

さ
れ
た
。



平成24年1月1日現在 山 寺戸数444戸 総 人口1,403人 (男674人 女 729人)市 続計より

イタドリを使つた笛作り

サイダーとアイス

キャンディー作り

二
回
林
道
は
、
山
形
市
山
寺
と
仙
合

市
秋
保
温
泉
を
結
ぶ
全
長
１９
愉
の
林
道
。

こ
れ
ま
で
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
で
、
宮

城
県
側
は
平
成
１１
年
か
ら
、
山
形
県
側

は
平
成
門
年
か
ら
通
行
止
め
が
続
い
て

い
た
が
、
改
修
工
事
が
完
成
し
、
１０
月

３０
日
か
ら
８
日
間
だ
け
通
行
可
能
に
な

っ
た
。
初
日
か
ら
多
く
の
車
が
行
き
交

い
、
期
間
中
の
通
行
車
両
は
―
万
台
余

ハツ
。山

寺
観
光
協
会
に
よ
れ
ば
、
東
日
本

大
震
災
の
た
め
観
光
客
数
は
例
年
の
７０

％
と
落
ち
込
ん
だ
が
、
二
口
林
道
の
開

通
に
よ
り
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
数
ま
で
に

回
復
し
た
。
ま
た
開
通
に
よ
り
、
山
形

と
目
城
と
よ
り
い
っ
そ
う
の
交
流
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
口
林
道

に
通
じ
る
馬
形
地
区
の
道
は
狭
い
た
め
、

大
渋
滞
に
な
っ
て
日
常
生
活
に
影
響
す

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ン
熙

“
わくわくワークショ

ップ
"が
子ども達を対象

にやまでら館主催事業

として展開。ベテラン

先生の指導のもと、子

ども達は興味津々、目

を輝かせながら取り組

んでいた。

(場所 :やまでら館)

サイエンスナビゲーター

庄内エコプランニング 齋 藤安和さん

正統派コマとブンブンコマ作り

ン

クズの茎の部分を使つたカメさん作り

教育文化フォーラム 小 林彰さん

作つたあとかじの木

クラブとたかせつ子の

みんなでカメと遊んだ

教育文化フォーラム

板垣歳光さん

バルーン

アート作り

バルーンアー ト講師

ぶんぶん□せる

ようになると

やみつきの面白さ
芸工大サークル

チャイ)レドアー トのみなさん遠藤和男さん - 2 -



東
北
太
平
洋
沿
岸
を
襲

っ
た
大
地
震

・

大
津
波
は
、
多
く

きの
論
能
奪
い
、
町
を
破

壊
し
、
日
本
全
上
を
驚
愕
さ
せ
た
。
続
い

て
の
福
島
原
発
事
故
は
、
放
射
能
の
影
響

で
、
い
つ
自
宅
に
帰
れ
る
か
分
ら
な
い
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
も
温
か
い

支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
復
興
の
き
ざ
し
が
見

え
始
め
た
。
山
寺
の
多
く
の
方
々
も
被
災

地
を
訪
れ
、
手
助
け
し
て
い
る
。

山
寺
は
、
祈
り
の
場
と
し
て
開
山
し
た

場
所
。
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
な
ど

で
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
「
こ

こ
か
ら
世
界
に
祈
り
を
送
り
た
い
」
と
。

山
寺
地
区
文
化
観
光
推
進
協
議
会
が
中
心

と
な
り
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
小
室
等

さ
ん
指
導
の
も
と
８
月
２０
日
か
ら
９
月
４

日
ま
で
開
催
。
主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

☆
山
寺
ホ
テ
ル
を
会
場
に
美
術
作
品
展
示

☆
根
本
中
堂
前
で
ラ
イ
ブ
と
舞
踏

（あ
が
た
森
魚

・
森
繁
哉
）

☆
立
石
寺
本
坊
で
ト
ー
ク
と
音
楽

（永
六
輔
・小
室
等
・千
歳
栄
・清
原
浄
田
）

☆
面
白
山
高
原

ロ
ッ
ジ
で
ラ
イ
ブ

（南
佳
孝

・
山
寺
宏

一
・
小
柴
大
造
他
）

期
間
中
、
山
形
に
避
難
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
み
な
さ
ん
を
ご
招
待
。
「気
持
ち

が
癒
さ
れ
ま
し
た
」
翌
日
楽
に
心
躍
る
思

い
が
し
ま
し
た
」
と
感
動
の
声
が
聞
か
れ

平
成
２３
年
に
、
山

寺

の
自
然

・
歴
史

・

文
化
の
魅
力
を
新
た

な
視
点
か
ら
見

つ
め

直
そ
う
と
い
う
書
籍

が
出
版
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
山
寺
地

区
文
化
観
光
推
進
協

議
会
が
主
催
し
た

「山
寺
学
講
座
」
の
報

告
集
。
（２２
年
、
２３
年
分
）

も
う

一
つ
は
、
山
寺
開
山
伝
承
の

一
つ

で
あ
る
慈
覚
大
師
円
仁
随
身

「六
人
衆
伝

承
を
探
る
」
（新
関
孝
夫
著
）
。

い
ず
れ
も
、
今
後
、
山
寺
の
魅
力
を
語

り
継
い
で
い
く
の
に
好
資
料
で
あ
る
。

各
町
内
会
役
員
改
選
に
伴
い
、
振
興
会

役
員
が
下
段
の
様
に
新
任
。

山
寺
振
興
会
は
、
地
区
民

・
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
と
手
を
組
み
、
「子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
明
る
く
住
み
よ
い
山
寺
を
つ

く
る
」
次
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

＊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
文
化
祭

＊
各
町
内
会
毎
の

「高
齢
者
と
語
る
集

い
」
、
「生
き
生
き
サ
ロ
ン
」

＊
土
木
工
事
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
箇

所
点
検
、
陳
情
４
。

山
寺
振
興
会
が
平
成
１６
年
度
に
提
唱
し
、

実
施
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

「歩

道
除
雪
」
が
評
価
さ
れ
、
２３
年
度

「県
上

づ
く
り
」
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
山
寺
を
モ
デ
ル
に
し
た

「歩
道
除

雪
」
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
全
県
に
広
が

っ
て
い
る
。

中
地
蔵
か

ら
南
院
ま
で

の

「歩
道
除

雪
」
活
動
に

参
加
な
さ
れ

て
い
る
皆
さ

ん
、
あ
り
が

」
⊂
ムノ
。

平成23年度 山 寺小・中学校の児童`生徒数 」ヽ学校63人 (男31人、女32人)中 学校31人 (男13人、女18人)

会
　
長

副
会
長

副
会
長

執
行
役
員

石
川
　
進

一

水
野
　
　
徹

後
藤
　
勝
正

布
施
　
勇
治

矢
萩
　
清
和

柏
倉

　
一
弥

佐
藤
　
恒
也

滝
口
　
君
雄

伊
藤
　
英
夫

岩
田
　
義
贋

武
田
　
主義
英

後
藤
　
武
平

（中
地
蔵
）

（川
原
町
）

（千
手
院
）

（地
蔵
堂
）

（地
蔵
堂
）

（宮

崎
）

金
戸
　
沢
）

釜
戸
　
沢
）

（南
　
院
）

（馬
　
形
）

（所
　
部
）

（千
手
院
）

く
立

石
寺
本

坊

に
は
県
内

外

か
ら

た

く

さ
ん

の
方

々

（
８
／
煙
）

※
芸
術
際
の
「際
」
は
、災
難
が
あ
っ

た
こ
の
「際
」
、祈
り
を
山
寺
か
ら

と
の
願
い
で
使
用
し
た
。
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我
　
▲フ
幸
い
に

立
石
寺
住
職
　
清

原

正

日

路
戦
今
幸
い
に
、
仏
祖
の
加
護
と
衆

生
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
こ
の
結
ゆき
食

を
受
く
。

つ
つ
し
ん
で
そ
の
来
由
を

た
ず
ね
て
味
の
濃
淡
を
問
わ
ず
、
そ

の
功
徳
を
念
じ
て
品
の
多
少
を
選
ば

ず
。
い
た
だ
き
ま
す
。
」

こ
れ
は
、
修
行
中
に
食
事
を
す
る

時
と
な
え
る
言
葉
で
す
。

食
べ
物
と
な

っ
て
く
れ
た
植
物
や

動
物
、
料
理
し
て
く
れ
た
人
に
感
謝

し
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
立
石
寺
の
清
原
浄
田
氏
、
５５
年
間
ご
住
職
を
お
つ
と
め

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
か
ら
根
本

中
堂
で
元
か
ん
ば
ん
娘
が
昔
話
を
語

っ
た
。

（ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
夏
３
回
・
秋
３
回
）

厳
か
な
薄
明
か
り
の
お
堂
の
中
、
新
人

語
り
部
７
人
が
、
春
か
ら
練
習
し
て
き
た

と
ん
と
昔
話
を
山
寺
ズ
ー
ズ
ー
弁
で
披
露
。

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
話
に
県
外
か
ら
来

ら
れ
た
お
客
様
は
、

身
を
乗
り
出
し
て

聞
き
入
り
拍
手
喝

来
。今

後
の
山
寺
の

観
光
に

一
役
を
担

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
題
目
は

「磐
二
郎
と
慈
覚
大
師
～

「ま
こ
こ
ろ
の

一
文
銭
」
。
「親
孝
行
娘
」

「姥
捨
て
山
」
他
。

・
山
形
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

山
寺
地
区
振
興
会

（追
分
花
壇
）

・
山
形
県
土
づ
く
り
感
謝
状

山
寺
地
区
振
興
会

・
山
形
警
察
署
長
感
謝
状

山
寺
地
区
振
興
会

山
寺
駐
在
所
地
域
防
犯
連
絡
会

笹
原
い
く
み

（川
原
町
）

・
山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
感
謝
状

山
寺
小
中
児
童
会
生
徒
会

・
小
さ
な
親
切
運
動
実
行
章

山
寺
小
中
児
童
会
生
徒
会

村
形
則
孝

・
敬
子
夫
妻

（千
手
院
）

・
山
形
地
区
防
犯
協
会
・山
形
警
察
署
長
功
労
賞
表
彰

武
田
久
之
進

（所
部
）

◎

「山
寺
再
発
見
」
セ
ミ
ナ
ー
が
志
村
直
憂

氏
金
額
）と
佐
藤
庄

一
氏
羅
緊
覇
誦
）を
謡

師
に
開
催
。
地
区
内
外
の
方
約
岡
人
が
参

加
。
峯
の
浦
違
跡
や
記
念
殿
の
価
値
に
つ

い
て
学
び
曇
重
な
時
間
を
共
有
。

◎
山
寺
学
謡
座
で
宗
教
学
者
山
折
哲
雄
氏
が

「日
本
人
と
受
書
と
祈
り
」と
題
し
て
講
演
。

参
加
者
は
額
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。

◎
宝
珠
山
の
景
観
保
全
に
立
石
寺
が
昨
年
か

らヽ
三
カ
年
で
松
苗
３
千
本
の
植
樹
に
着
手
。

こ
の
植
樹
に
出
形
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

松
苗
を
提
供
し
た
。

・
山
形
県
防
犯
協
会
・山
形
県
警
察
本
部
長
功
労
者
表
彰

遠
藤
正
悦

（南
院
）

・
ゴ
ミ
減
量
推
進
功
労
者
感
謝
状

布
施
　
一

（宮
崎
）

・
山
形
市
技
能
功
労
者
褒
章

遠
藤
和
雄

（川
原
町
）

，
山
形
県
少
年
補
導
員
連
合
会
表
彰

布
施
義
則

（宮
崎
）

・
山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
表
彰

優
良
支
部
　
山
寺
支
部

交
通
功
労
者
　
後
藤
勝
彦

（馬
形
）

優
良
役
員
　
布
施
秀
雄

（地
蔵
堂
）

。
自
治
推
進
委
員
退
任
感
謝
状

長
井
　
了

奪
地
匡

・
布
施
清
喜

盆
蔵
彰

布
施
　
一
（宮
崎
▼

佐
藤
恒
也

（芦
沢
）

武
田
忠
男

（南
院
▼

後
藤
勝
彦

（馬
形
）

増
子
健

一
（所
部
▼

後
藤
勝
正

牢
手
母

◎
子
育
て
は
お
手
伝
い
が
基
本

山
寺
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
リ
サ
　
ソ
マ
ー
ズ
氏

（課
諜
Ｊ
を
講
師
に
招
き

″
ア
メ
リ
カ
の

子
喬
て
と
お
手
伝
い
〃
の
テ
ー
マ
否
研
修

会
を
行
っ
た
。参
刑
し
た
お
父
さ
ん
は
「自

立
の
し
つ
け
は
お
手
伝
い
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
切
な
ん
だ
な
あ
」
と
。

◎
今
年
も
防
犯
標
語

″
「地
区
の
絆
』を
深
め

る
″
を
募
集
。

最
優
秀
作
品

一
般
の
郡
　
」遅
藤
光
雄
氏

（南
院
）

緊
急
時
　
強
い
絆
が
　
▲叩
綱

小
学
生
の
郡
　
山
田
美
結
さ
ん
（中
地
蔵
）

声
か
け
あ
い
地
域
で
築
く
防
犯
の
輪

中
学
笙
の
部
　
武
日
優
弥
さ
ん
（子
手
院
）

あ
い
さ
つ
で
ひ
ろ
が
る
絆

地
域
の
目

全
国
大
会
出
場

（敬
称
略
）

・
全
国
中
学
校
体
育
大
会

〈和
歌
山
県
〉

柔
道
　
山
寺
中
三
年
　
一昌
樫
ま
や
行
地
匡

優
秀
指
定
選
手

（山
形
県
体
育
協
会
）

・
第
六
十
六
回
国
民
体
育
大
会
卓
球
競
技
少
年
女
子

山
形
西
高
二
年
　
遠
藤
幸
奈

（南
院
）

平
成
二
十
三
年
の
物

！故
者
！

後
藤
き
み
の
殿

中
川
　
ヽヽ
ヽ
ン
殿

武
田
義
太
郎
殿

（所
　
部
〉

増
子
　
和
男
殿

〈馬
　
形
〉

後
藤
　
一二
男
殿

後
藤
　
牧
子
殿

（南
　
院
〉

高
木
　
世
起
殿

〈川
原
町
〉

伊
藤
　
良
平
殿

金
戸
　
沢
〉

堀
川
チ
ヨ
ノ
殿

奥
山
　
一原
子
殿

〈宮
　
崎
〉

柏
倉
　
テ
ル
殿

布
施
さ
く
の
殿

〈地
蔵
堂
〉

矢
萩
　
正
吉
殿

（中
地
蔵
〉

帯
刀
喜

一
郎
殿

村
形
ま
き
子
殿

後
藤
　
一八
松
殿

冨
樫
　
さ
き
殿

増
子
　
マ
サ
殿

後
藤
み
さ
を
殿

小
笠
原
や
え
殿

小
野
　
睦
子
殿

丹
野
　
伸
作
殿

柏
倉
　
弥
作
殿

矢
萩
　
清
子
殿

滝 滝
口 口

真 喜

殿 殿

ジョン・ルース駐日米大使が家族とともに山寺を訪れ、「日本は安全であり、魅力的な場所である」とアピール

（敬
称
略
）
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郵便局会社東北支社が、宝珠山立石寺のオリジナルフレーム切手「山寺の四季」を発売。山寺写真愛好家の協力を得て作成され大好評!1

束
宮
行
啓
記
念
殿

宝
珠
山
立
石
寺
境
内
に
は
堂
塔
伽
藍
が

大
小
５０
余
も
あ
る
。
そ
の
算
北
ｒ
明
治
天

皇
の
東
宮

（皇
太
子
殿
下
）
行
啓
記
念
殿

が
山
頂
売
店
向
か
い
に
建
っ
て
い
る
。

明
治
４‐
年
９
月
１８
日
、
東
宮
嘉
仁
親
王

（後
の
大
鉦
攻
自宅
やか
抽
特
に
行
啓
あ
そ

ば
さ
れ
た
初
、
御

休

所
と
し
て
、
県
知

事
は
じ
め
、
行
啓
招
致
関
係
者
の
熱
意
で

建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
２３
年
２
月
、
記
念
殿
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催

（や
ま
で
ら
館
で
）
、
講

師
志
村
直
愛
山
形
芸
工
大
准
教
授
は
、

「竣
エ
１００
年
以
上
を
経
た
重
要
文
化
財
級

の
歴
史
的
建
築
物
で
あ
る
。
」

と
指
摘
し
、
そ
の
根
拠
を
次
の
よ
う
お
話

な
さ
れ
た
。

☆
当
時
、
山
寺
中
が
湯
い
た
行
啓
の
歴
史

を
直
接
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

☆
境
内
で
は
、
そ
の
目
的
か
ら
最
も
眺
望

に
優
れ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
建
築
で

あ

る
。

☆
地
元
の
先
人
達
が
、
後
世
に
伝
え
守

っ

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
の
強
い
建
築

で
あ
る
。

☆
地
元
の
木
材
、
石
材
な
ど
が
用
い
ら
れ
、

当
時
の
山
寺
の
産
業
態
様
を
伝
え
て
い
る
。

☆
東
村
山
郡

一
帯
の
市
民
、
職
人
た
ち
の

思
い
と
技
術
に
支
え
ら
れ
た
建
築
で
あ
る
。

☆
山
形
市
内
に
残
る
皇
室
関
係
建
築
物
の

中
で
、
当
時
の
ま
ま
の
形
で
残
る
も
の

と
し
て
重
要
で
あ
る
。

☆
御
休
所
は
、
御
所
を
手
本
と
し
た
格
式

高
い
建
築
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

☆
棟
札
も
残
り
、
竣
工
年
代
や
建
築
に
携

わ
っ
た
人
々
が
特
定
で
き
る
。

☆
当
時
の
材
料
、
技
術
、
意
匠
な
ど
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。

☆
東
宮
が
滞
在
し
た
当
時
の
ま
ま
の
内
部

の
様
子
が
残
さ
れ
、
再
現
が
可
能
で
あ

フ

つ

。
こ
の
度
二
市
二
町

（山
形
市
、
天
童
市
、

中
山
町
、
山
辺
町
）
が
修
復
し
、
そ
の
後

維
持
管
理
の
主
体
は
立
石
寺
が
担
い
、
山

寺
の
関
係
諸
団
体
が
協
力
し
、
山
寺
の
振

興
に
緊
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

念
持
仏
如
来
座
像

仏
像
は
鋳
造
さ
れ
も
の
で
、　
一
部
に
金

箔
の
痕
が
見
ら
れ
る
。
像
の
高
さ
は
約
岡

側
、
重
さ
９０
ｇ
で
、
台
座
に
載
せ
て
あ
る
。

こ
の
仏
像
は
、
現
在
山
形
市
青
柳
に
住

ま
い
の
冨
樫
信

一
さ
ん
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
家
伝
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
中
頃
、

ご
先
祖

（冨
樫
家
は
字
本
院
か
ら
、
明
治

２０
年
代
頃
に
現
青
柳
に
転
居
）
が
峯
の
浦

本
院
阿
弥
陀
屋
敷
の
畑
地
を
耕
作
中
、
偶
然

見
つ
け
た
も
の
だ
と
い
う
。
今
現
在
、
仏

壇
に
祀
り
、
毎
日
お
参
り
し
て
お
ら
れ
る
。

冨
樫
さ
ん
は
、
峯
の
浦
本
院
地
区

「阿

弥
陀
屋
敷
」
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
発
掘
調
査
研
究
の
役
に
立
て

ば
と
こ
の
仏
像
を
公
開
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

平
成
２３
年
３
月
Ｈ
日
、
発
掘
調
査
員
の

川
崎
、
佐
藤
、
新
関
の
二
人
が
お
宅
に
伺

い
見
せ
て
頂
い
た
。
さ
っ
そ
く
、
仏
像
の

写
真
を
仏
教
考
古
学
専
門
家
狭
川
真

一
氏

（財
団

・
奈
良

・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

研
究
部
長
）
に
送
り
見
て
頂
い
た
。

「如
来
像
と
し
て
は
合
掌
の
姿
は
珍
し

い
。
顎
を
ひ
い
た
像
な
の
で
、
時
代
は
や

や
幅
を
も
つ
が
、
鎌
倉
以
降
室
町
時
代
頃

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
首
の
後

ずろ
しの
突
起
に

光
背
を
取
り
付
け
、
小
さ
な
厨
子
等
に
入

れ
た
念
持
仏
如
来
座
像
で
は
な
い
か
。
」

と
い
う
感
想
が
届
い
た
。

こ
の
仏
像
が
、
発
掘
調
査
中
の
礎
石

・
遺

物
等
と
ど
う
関
連
す
る
の
か
、
今
後
の
調
査

へ
の
期
待
が
大
き
く
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

建設当時の記念殿

現在の記念殿

「芭蕉記念館」広場から望む



澤

貞

一
さん
（士邑

昭
わ
★
年
二
月
口
日
生

「山
寺
の
誇
り
と
し
て
残
し
て
い
き
た

い
も
の
二
つ
、
①
小
学
校
全
児
童
参
加
の

山
寺
物
語
　
②
ｌ６
年
目
に
な
る
地
区

ニ
ュ

ー
ス
宝
珠
の
し
ず
く
。
ど
ち
ら
も
地
区
民

に
よ
る
手
作
り
の
財
産
で
あ
る
。
」
ア」
ん

な
こ
と
を
穏
や
か
な
口
調
で
、
し
か
し
熱

っ
ぽ
く
話
を
続
け
ら
れ
た
。

小
学
校
の
先
生
を
退
職
し
て
か
ら
、
祖

父
不
忍
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
遺
稿
を
編

集
し
、
「山
寺
百
話
」
を
出
版
。
次
い
で

続
編
も
ま
と
め
ら
れ
た
。

平
成
五
年
か
ら
十

一
年
半
、

公
民
館
長
の
職
に
あ
り
そ
の

間
、
写
真
集

「山
寺
の
歴
史
」

を
編
集
、
宝
珠
の
し
ず
く
は

こ
の
期
間
に
始
め
ら
れ
た
。

郷

し
上
光
静
勤
酪
郷
布
の
原

点
は

「生
涯
山
寺
人
」
山
寺

の
人
は
郷
土
山
寺
に
恩
返
し

を
と
呼
び
か
け
る
。
こ
の
言

葉
は
性
相
院
後
藤
譲
田
和
尚

の
遺
訓
を
額
に
し
た
も
の
。

や
ま
で
ら
館

に
掲
げ

て
あ

２つ
。

畿
艤

相
田
　
一見
順

絹
子
夫
妻

（川
原
町
）

武
田
　
進

ク
ニ
子
夫
妻

（所
部
）

成
山
　
敏
郎

キ
ヱ
子
夫
妻

傘
一Ｐ
沢
）

アッパレ !“なでしこジャパン
"女
子サッカーワールドカップ優勝 1

最優秀選手に澤穂希キャプテン・最優秀監督に佐々木則夫氏(尾花沢市出身)

軸   別

伊
山寺に

夢を架ける
還的昔身

■
頁
ぢ
や

堀
川
　
邦
夫

良
子
夫
妻

金
一戸
沢
）

遠
藤
　
正
悦

ゑ
い
子
夫
妻

（南
院
）

〈馬
形
〉

・
後

ら藤
和

な也
氏
次
女

蘭
　
奈
　
さ
ん

〈千
手
院
〉
　

！

・
後
藤
雄

一
氏
長
女

璃
　
子
　
！さ
ん

（川
原
町
〉

・後
藤
隆
細
氏
長
男

康
　
佑
　
さ
ん

平
成
２３
年
２
月
１７
日
、　
あや液
業
務
鶏
で
、

劇
団

「あ
か
ひ
げ
」
代
表
朝

鳥

奉
公
氏

の
弾
き
語
り

一
人
芝
居
「か
あ
さ
ん
の
唄
」

が
演
じ
ら
れ
た
。
終

戦
間
近
の
‐９４５
年
２
月

下
旬
、
北
海
道
奥
尻

島
で
起
こ
っ
た
事
件

の
中
で
の
母
の
姿
を

語
り
、
「命

の
重
さ

と
尊
さ
」
を
訴
え
る

感
動
の
独
演
だ
っ
た
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆

「宝
珠
の
し
ず
く
」
は
平
成
９
年
に
創

刊
、
今
年
で
１６
号
と
な
り
ま
す
。

最
初
か
ら
編
集
に
携
わ
っ
た
伊
澤
貞

一

さ
ん
、
後
藤
哲
夫
さ
ん
、
武
田
誠
さ
ん
は

後
輩
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
ま
し
た
。
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

一

目

　

　

…

…

昨
年
３
月
Ｈ
日
の
大
震
災

・
原
発
事

故
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や

「絆
」
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「し
ず
く
」
を
山
寺

の
絆

・
家
庭

の

絆
を
強
め
る

一
助
と
し
て
、
ま
た
山
寺

の
情
報
を
地
区
外
に
も
届
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
号
か
ら
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
増
や

し
、　
一
方
、
内
容
を
厳
選
し
、
８
Ｐ
か

ら
６
Ｐ
に
変
更
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
委
員
遠
一騰
　
正
悦
　
　
新
関
　
孝
夫

ｏ
布
施
　
自潤
嗣
　
　
笹
原
　
水ヽ
吉

後
藤
　
　
久
　
　
出石
田
　
主我
廣

遠
藤
ま
き
子
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